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令和６年能登半島地震を踏まえた島根原子力発電所の安全対策について 

（照会） 

 

島根原子力発電所２号機については、令和３年９月１５日に原子力規制委員会から

原子炉設置変更許可が行われたところです。 

この度の令和６年能登半島地震では、志賀原子力発電所で安全機能に影響を及ぼす

可能性のある事象並びに避難に影響を及ぼすおそれのある道路及び放射線防護対策

施設の被災が確認されました。 

ついては、同地震を受けての下記事項に対する貴社の見解を求めます。 

 

記 

 

１ 令和６年能登半島地震では半島北側の沿岸部の断層が１５０キロ程度にわたっ

て動いたとみられ、志賀原子力発電所２号機において使用済燃料プールのスロッシ

ングによる溢水、変圧器の油漏れ及び外部電源の一部喪失が確認された。島根原子

力発電所２号機の安全確保対策はどうなのか。追加する対策が必要であればどうす

るのか。 

 

２ 志賀原子力発電所が同地震直後に行った情報発信では、主変圧器の火災報告及び

水位報告が後に訂正されるということ並びに周辺モニタリングポストの欠測があ

った。島根原子力発電所ではどうなのか。改善が必要であればどうするのか。 

 

 



 

 

３ 新規制基準に適合している島根原子力発電所２号機について、同地震を踏まえて

安全性についてどう認識しているのか。継続的な安全性向上に向けてどのような取

組を実施するのか。 

 

４ 同地震の教訓を踏まえ、大規模な自然災害と原子力災害の複合災害が起こり、孤

立集落発生、家屋倒壊、道路損傷等により屋内退避や避難が困難となる住民が生じ

た場合について、貴社において屋内退避や避難の完全実施に向けどのような対策を

考えているのか。 


